
平成２８年度 租税教育実践例（第６学年） 
                           登米市立上沼小学校 

教  諭 佐藤 秀明 
 
１ 単元名「わたしたちの生活と政治」 
  小単元名「子育て支援の願いを実現する政治」 
 
２ 指導にあたって 
（１） 単元について 
   本単元は、学習指導要領の内容（２）を扱う。ここでの主な学習内容は、国民生活に

は地方公共団体や国の政治の働きが反映していること、日本国憲法は、国家の理想、天

皇の地位、国民としての権利及び義務など、国家や国民生活の基本を定めていることを

調査したり資料を活用したりして調べ、我が国の政治の働きを具体的に考えるように

することである。 
  

（２） 児童の実態（男子２０名、女子１３名、計３３名） 
   税金については、社会科の学習で昔の税金について学んだり、普段の買い物でも消費

税を支払ったりと児童にとって身近なものとなっている。しかし、税金の意味やその役

割についてはほとんど理解してはいない。税金が、「何の目的で集められ」、「どういう

目的で、どのように使われているか」ということに関しての理解は不十分である。 
 

（３） 指導の着眼 
   ○児童にとって身近な公共施設の建設、地域の開発、災害復旧の取り組みなどの事例

を取り上げ、この事業が住民の願いを実現する目的で行われていることを具体的に

調べ、考えることが出来るようにさせる。 
   ○税務署の方をゲストティーチャーとして招き「租税教室」を実施することで学習の

理解をさらに深める。 
   ○ＩＣＴ（ビデオ試聴等）を効果的に活用し、児童の税金に対する興味関心を高めな

がら、納税の義務の意識を高めていく。 
 
３ 単元の目標 
 ○地方公共団体の政治の働きに関心をもち，国民生活には地方公共団体や国の政治の働

きが反映していること，政治は国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをして

いることがわかるとともに，我が国の政治の働きと国民生活とのかかわりと考えよう

とする。 
 ○地方公共団体の政治の働きに関する社会的事象から学習問題を見出し，政治は国民生

活の安定と向上を図るために大切な働きをしていることについて思考・判断したこと

を適切に表現する。 
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４ 学習計画（８時間） 
主な学習活動 指導上の留意点 

① 児童センターの見学 

○センターのを見学し，利用者にイン

タビューして，わかったことを発表

する。 

☆インタビューカードを事前に準備させ，

見学の際に活用できるようにする。 

② みんなの願いと児童センター 

○子ども支援施設について調べ，わか

ったことや疑問に思うことについて

話し合い，学習問題を作る。 

☆住民の役に立つ施設が，なぜ無料で利用

できるのかという疑問を引き出し，学習

問題につなげていく。 

③ あすぱるの活動 

○写真資料やあすぱる所長の話を読み

取り，どのような活動をしているの

かを調べる。 

☆子ども支援施設を利用したことのある

児童には，経験した活動を想起させる。 

④ 市役所の働き 

○市役所を見学したり，市役所の人の

話を聞いたりして，市役所の働きに

ついて調べる。 

☆「まなび方コーナー」を活用し，取材の

仕方を事前指導しておく。 

⑤ 市議会の働き 

○集めた資料を活用して，市議会の仕

事について調べる。 

☆「市の政治のしくみ」の資料を読み取り，

市民，市役所，市議会，国会や関係省庁

の関係を捉えさせる。 
⑥ 税金の働き【本時】 

○子育て支援センターを建設，運営す

るための費用がどこから出ているの

かを調べる。 

☆調べる前に，建設費や運営費としてどの

くらい金額がかかっているのか予想さ

せ，その費用はどこから出ているのかを

調べる意欲を高める。 
⑦ 税金についてさらにくわしく知ろう 

○税務署からゲストティーチャーを招

いて、税金についての詳しい話を聞

いたり、質問したりする。 

☆ゲストティーチャーには積極的に疑問

点や不思議に思ったことなどを質問さ

せるようにする。 

⑧ まとめる 

○学習問題について調べたことをフロ

ーチャートに整理し，学習問題を解

決する。 

☆フローチャート図をもとに，学習問題を

解決する。 

 
５ 本時の学習 
（１）題材名 「税金の働き」６／８時間 
（２）本時のねらい 
  〇市民の願いを実現するために税金が重要な役割を果たしていることについて，資料

を活用して，必要な情報を集めて読み取る。 
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（３）学習の流れ 

 
（４）評価 
  〇市民の願いを実現するために税金が重要な役割を果たしていることについて，資料

を活用して，必要な情報を集めて読み取ることができたか。 

・学習活動と予想される児童の反応 形態 ○指導上の留意点 

１ 子育て支援センターを建設，運営する

ための費用がどこから出ているのかを

調べる。 

 

 

 

 

 

 ・あすぱるの建設に，１億４０００万円

かかっている。 

 ・運営には，年間２０００万円かかって

いる。 

 ・市は住民や会社から集めた税金や国か 

らの補助金を使って事業を行ってい

る。 

 

２ 税金の集められ方と使われ方につい

て調べる。 

 ・物を買ったときに税金がかかる。 

 ・市区町村に住んでいる人，土地や建物

を持っている人から集めている。 

 ・警察や消防，道路や橋の建設に使われ

ている。 

 

 

３ 税金がなかったらどうなるのかを考

え，税金の役割について話し合う。 

 ・火事になっても消防自動車が来れなく

て，火が消せない。 

 ・ごみを回収する人がいなくなり，町に

ごみがあふれてしまう。 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペア 

グループ 

一斉 

 

 

 

〇調べる前に，建設費や運営費とし

てどのくらいの金額がかかってい

るのか予想させ，その費用はどこ

から出ているのかを調べる意欲を

高める。 

〇運営費が約２０００万円なのに対

して，利用する人からはほとんど

お金が払われないことを捉えさせ

る。 

〇運営費になるお金のもとがどこに

あるのかを資料から読み取らせ

る。 

 

〇自分たちも知らない間に納税を体

験していることに気付かせ，税金

をより身近なものとして捉えられ

るようにする。 

〇消防や警察，ごみの処理の仕事な

ど３・４年生の学習と関連付けて

税金の使われ方を具体的に考えさ

せる。 

 

〇はじめペアで，次にグループで話

し合わせ，最後に全体での発表に

つなげる。 

子育て支援のための費用は，どこ

から出るのでしょうか。 
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